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テレビスタンド 

取扱説明書 

お買い上げいただきありがとうございます。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と 
製品の取り扱いかたび示されています。 この取扱説明書を 
よくお読みのうえ、 製品を安全にお使いください。お読み 
になったあとは、いつでち見られるところに必ず保管して 
<ださい。 


SU-B553S 

SU-B463S 

SU-B403S 


◎ 2012 Sony Corporation 


么警告链のために 


ソニー 製品は安全に巧分配慮して設計されてい 
まず。 


警告表示の意味 

取扱説明書では、次のよラな表示をしています。表 
示の内容をよく理解してか5本文をお読みくださし、。 


この表示のを意事項を守5ないと、火 
A 玻化 I 災•感電•転倒•落下などにより死こや 
大けびなどの人身事故につなびること 
びあります。 

_この表示のを意事項を守5ないと、け 

A 注意びをしたり周辺の家財に損害を与えた 
0することびあります。 


注意を促ず記号 

^ A A 

火災 感電 'ま意 


行為を禁止ずる記号 

0 ® 

禁止 分解禁止 


行為を指示ずる記号 

〇 

指示 


対応モデル 

このスタンドは指定機器専用です。指定機器政外の物 
を取り付けると、落下によるけびや破損の原因となる 
ことがあ0ます。特に記載のない場合は、この取扱説 
明書内では KDL -46 HX 850 のイラストを使用してし、 
ます。 



液晶テレビ 

SU - B 553 S 

KDL -55 HX 850 

SU - B 463 S 

KDL -46 HX 850 

SU - B 403 S 

KDL -40 HX 850 


本機のシ U アルナンバーは、テレビスタンド媛面の位 
置に記載されています。 


お客様へ 


転倒防止の処置をする 


転倒防止の処置をしないと、テレビび A 
転倒し、けびの原因となることびあ0 
ます。スタンドと台などをつないで転 
倒防止の処置を行って < ださい。 


A \ 注思 

下記のま意事項を守らないとけびをし 
たり周辺の家財に損害を与えたりず 
ることびありまず。 


テレビを固定する 

付属のネジでテレビをテレビスタンド A 

に固定してください。固定しないと、テ 
レビスタンドび転倒したり、テレビび 
落下して、けびの原因となることびあ 
ります。 


設置上のごを意 

設置場所によってはスタンドの変形や傾をび生 
じることびあ D ますので下記のことをお守りく 
ださい。 

•畳、じゅラたん、カーペットなどの上に置く 
場合は板など固いちのを敷く 

使用上のごを意 
お手入れについて 

やわらかい巧で、から拭をしてください。巧れ 
びひどいとさは中性洗剤を水で薄め、やわらか 
い巧に含ませて軽<拭を、最後に乾いた巧で軽 
くふいてください。アルコールやシンナー、ベ 
ンジンなどの化学薬品はスタンドの仕上げを痛 
めることびありますので、使わないでください。 
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スタンドの分解•改造は行わない 


落下によるけびや破損の原因となりま 
す。 


分醉禁止 


取り付け手順に従って、テレビをしつ 
かりと取り付ける 


ネジを確実に締めてください。 
テレビびしっかり取り付けられていな 
いと、テレビび落下し、けびの原因と 
なることびあります。 


A 

を意 


テレビを取り付けるときには、手や指 
を傷つけないよラにを意する 

• テレビを取り付けるとをは、手や指を A 
傷つけないよラにごま意ください。 与^ 


手順1:部品を確認する 


名称 

数量 

スタンド 

1 

ジョイント 

1 

ネック 

1 

テレビ固定ネジ ( PSW 5 X 1 6) ( X 3) 
ジョイント固定ネジ ( PSW 5 X 16) 
( X 3) 

ネックネジ (PS W 5 X 1 6) ( X 4) 

10 

取扱説明書 

イ呆証書 


テレビ本体付属の取扱説明書を参照して、テレビ 
からテーブルトップスタンド対まずしてください。 
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手順 2: テレビを取り付ける 


組み立てる前に 

• 組み立てる前にネジに合った©ドライバーをご用 
意ください。 

• 電動ドライバーを使用する場 
合、締め付けトルクはおよそ 
1.5 N-m 115 kgf ’ cm } に設定 
して < ださい。 

12 cm • 



テレビスタンドにネックを付属のネッ 
クネジ (PSW5X 16)4 本で固定ずる。 



2テレビを用意ずる。 



テレビを持つときは、イラストのように 
持って2人1；(上で行ってください。1人で 
行ラと腰を痛めた D 、 けびの原因となるこ 
とびあ0ます。 


付属のジョイントをテレビの裏面に付 
属のジョイント固定ネジ (PSW5X 
16)3 本で固定ずる。 

付属のジョイントを上にスライドさせて取 
り付けてください。 



ごミ主意 


• 外したネジはさちんと保管してください。 

• テーブルトップスタンドを画面から外すとを 
は、画面よりわ広い台の上に画面の正面を下 
にして置いて < ださい。 

• 液晶画面び傷つ < のを防ぐため、台の上にや 
わ5かい巧を敷いて < ださい。 

• 画面の表面に圧力や衝擊を与えると、液晶画 
面び割れたり、傷つ<場合びあります。 

• 画面とテーブルトップスタンドを同じ水平面 
上に置<と、不安定になり画面を傷つけるこ 
とびあ0ます。 

テレビをテレビスタンドに取り付ける。 

テレビスタンドへの設置時は図のよラに持 

ち、両側の部品に合わせて設置して<ださ 

い。 



<•マークの矢印は、テレビスタンドの正面方 
同を术します。 
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テレビとテレビスタンドを付属のテレ 
ビ固定ネジ ( PSW 5 X 16)3 本で固定 
ずる。 



ケーブル類をまとめる。 

テレビに付属のワイヤークランノ（一で 
まとめて < ださい。 





ごを意 


• 電源コードを他のケーブル類と一緒にまとめ 
ないで < ださい。 


手順3:転倒防止の処置をする 


A 警告 

転倒防止の処置をしないと、テレビスタ 
ンドび転倒して、大けびの原因となるこ 
とびありまず。転倒防止の処置を行って 
<ださい。 



〇転倒防止用ベルト（テレビに付顧をス 
タンドに転倒防止取付ネジ(テレビに 
付属)でしっか D と留める。 

〇 台に木ネジ(テレビに付顧でしっかり 
と留める。 








手順 4: テレビをつなぐ 


手順5:テレビの設定を巧う 


テレビとテレビスタンドを、テレビス 
タンドからのケーブルで「スピーカー 
-体型スタンド」に接続ずる。 



r スピーカー特性」メニューで r スピー 
力 一- 体型 TV スタンド」に設定ずる。 

テレビの1」モコンの HOME ボタンを押し 
て、なの様にメニューを選択する。 

sSs 設定 > 音質•音声設定 > スピーカー特 
性 > スピーカーー体型 TV スタンド 
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音について 

テレビスタンドから音び出ない： 

• ケーブルの接続を確認する。 

音び変なとさ： 

• 「音質•音声設定」を確認する： 

r 音質 • 音声設定」設定の r スピーカー特 
阻を r スピーカ ー- 体型 TV スタンド」に 
設定する。 




SU - 

B 553 S 

SU - 

B 463 S 

SU - 

B 403 S 

寸法 ④ 

72 

65 

65 

( mm ) @ 

223 

190 

190 

⑥ 

1,294 

1,097 

964 

@ 

772 

663 

589 

© 

295 

255 

255 

スタンド質量 

6.4 kg 

5.3 kg 

5.0 kg 


フ□ントスピーカー部 

フルレンジ (2) 


仕様および外観は、改良のため、予告な< 
変更することびありまずび、ご了承<ださ 
し、。 
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よ < あるお問い合ねせ、窓口受付時間などは 
ホームページをご活用ください。 


http://www.sony.jp/support/ 


巧い方巧談な口 


フ U - ダイヤル . 01 20-333-020 

携帯電話. PHS —— 部の IP 電話… 04目巨- 31-251 1 


修理相談な □ 


フリ _ダイヤル....... . 01 20-222-330 

携帯電言黃 • PHS - —ち [5 の IP 電言舌 ••- 0466-31-2 已31 

※取賴説明書’リモコン等の購入ネ目談はこちらへお間い合わせください。 

FAX (共通） 0120-333-389 


左記番号へ接続を、 
最初のガイダンスが 
流れている間に 

r2ooj+r#j 

を巧してください。 
直接、担当窓□へ 
おつなぎしまず。 


ソニー株式会社〒 1 日 8-0075 東京都港区港南 1 - 7 -] 


http://www.sony.net/ 


Printed in China 









